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令和５年度予算 教育委員会 主要施策 
 

少子高齢化や急速な技術革新により、学校教育を取り巻く環境は変わってきています。また、コロ
ナ禍によって学校の福祉的側面が顕在化し、ＧＩＧＡスクール構想が学校教育のスタイルを一新する
など、学校に求められる役割は広がり続けています。 
そのため、学校・教職員、教育委員会のみならず、保護者や地域住民、企業等と連携しながら市民

総ぐるみとなって、安全・安心な教育環境の確保に努めるとともに、新しい時代の質の高い教育を通
じて『子どもがイキイキ育つ』環境の実現を目指し、「安全で安心な学校給食の提供」、「不登校の子ど
もたちへの支援強化」、「特色ある外国語や理工系教育の推進」などに取り組み、子どもたちの学びを
着実に進めていきます。 
同時に、教員の負担軽減を着実に推進し、子どもと向き合う時間の確保に向けた取組を進めること

で、未来を担う子どもたちの可能性を最大限引き出すよう努めていきます。 

 
Ⅰ 時代を切り拓く力の育成  

１◆kitakyu スーガク＋（プラス） 

  による理工系人材育成推進 

２ 子どもひまわり学習塾事業 

20◆不登校児童生徒に教育機会の確保 

  に係る検討 

21 「チーム学校」運営・推進事業 

 ３ 学校における読書活動の推進 

 ４ 外国語教育の推進 

22 給食食材価格高騰への対応 

23◆学校給食安全対策の強化 

５ ＳＤＧｓ教育推進事業  

６ 小中一貫教育推進事業 

24◆学校給食の魅力向上 

 

７◆外国語教育特化型小中一貫教 

育検討事業  Ⅳ 市民総ぐるみでの支援  

８◆幼児教育センター設置事業 

９◆水泳学習の民間委託検証事業 

25 コミュニティ・スクール、地域学 

  校協働活動事業 

10◆子どもの“健口力”（けんこう 

  りょく）アップ事業 

26 夜間中学校設置検討事業 

27◆夜間中学校関連設備工事等事業 

11◆「生きる力」を育む放課後の活 

力強化 

28◆夜間中学校設置準備事業（備品等 

  購入） 

12 小倉北特別支援学校等整備事業  

13◆医療的ケア児支援の強化 Ⅴ 未来を見据えた環境整備  

 29◆ＧＩＧＡスクール構想に対応した 

Ⅱ 働きがいのある学校づくり   学校通信環境整備事業 

14◆未来を担う教職員人材確保プロ 

ジェクト 

30 学校施設老朽化対策事業 

31◆学校施設安全対策の強化 

15 ＩＣＴを活用した指導力育成を 

  目指す教員の資質能力向上事業 Ⅵ 次期教育大綱及び次期教育振  

16 学校支援のための講師等配置事 

  業 

17 教員業務支援員（スクール・サ 

ポート・スタッフ）の配置事業 

興基本計画の策定 
32◆子どもの未来をひらく教育プラン 

等策定事業 

18◆部活動地域移行事業 Ⅶ  図書館に関する事業  

 
Ⅲ 安心な学びの場づくり 

19◆不登校児童生徒に対する教育活 

   動支援の強化 
◆新規事業 
 

33◆北九州市立図書館基本計画策定等 

事業 
 

 

  

 
教育委員会総務部総務課 

担当（久保・本屋敷） ℡：５８２－２３５２  

※ 個別の事業の内容については、各担当課へお尋ねください。（Ｐ８，９参照） 
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Ⅰ 時代を切り拓く力の育成  

 

１ ○新kitakyuスーガク＋（プラス）による理工系人材育成推進 

                              8,600千円 

  「数学の問題を解く楽しさ」を味わわせ、将来、北九州市を支える理工系人材の育成

に繋げるため、中学生を対象に、数学的思考力等を競い合う「スー１★ＧＰ（スーワン

グランプリ）」を開催する。 

 

２ 子どもひまわり学習塾事業 

78,965千円 

児童生徒の主体的な学習習慣や、基礎的・基本的な学力の確実な定着を図るため、放

課後等を活用して学習機会を提供する「子どもひまわり学習塾」を実施する。 

 

３ 学校における読書活動の推進 

381,400千円 

「北九州市子ども読書活動推進条例」及び「北九州市子ども読書プラン」に基づき、

すべての子どもが楽しく自主的に読書活動を行うことができる環境を整える。また、学

校図書館職員を全中学校区及び特別支援学校に継続して配置し、学校における読書活動

を推進する。その際、「子ども図書館」が拠点となり、学校と市立図書館との連携を強化

する。 

 

４ 外国語教育の推進 

                    404,378千円 

（他に債務負担240,600千円） 

外国語教育を通じて、他者とのコミュニケーション能力の素地や基礎を養うため、Ａ

ＬＴの効果的な配置等を行う。また、イングリッシュコンテスト等を開催することによ

り、自ら発信し、世界で活躍、貢献できるコミュニケーション能力を育成する。さらに、

授業で学んだ英語を試し、学習への意欲を引き出すため、北九州英語村体験学習を実施

する。 

 

５ ＳＤＧｓ教育推進事業  

      6,832千円 

ＳＤＧｓ推進校を指定し、特色ある取組及び実践研究を行うとともに、その成果等を

とりまとめて全市に発信し、ＳＤＧｓの視点を踏まえた教育を拡大・充実する。 

また、新学習指導要領に示されている「持続可能な社会を創る担い手」の育成やシビ

ックプライドの醸成を図るため、引き続きＳＤＧｓの視点を踏まえた地域教材を作成し、

教科等の学習で活用する。 
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６ 小中一貫教育推進事業  

1,000千円 

北九州市の義務教育９年間を通じた教育活動を充実させ、これまでの小中一貫・連携

教育をさらに推進するため、令和３年８月に改訂した「北九州市小中一貫・連携教育基

本方針」を踏まえ、モデル校（４校）での実践や先行事例の研究を実施する。 

 

７ ○新外国語教育特化型小中一貫教育検討事業 

                      6,000千円 

   世界にはばたき、多様な価値を創造することのできる人材の育成を目指し、外国語教

育に特化した特色のある小中一貫教育の実施を検討する。 

 

８ ○新幼児教育センター設置事業 

                      20,000千円 

  令和７年３月末で全て閉園となる公立幼稚園が担ってきた役割を発展的に継承しつつ、

引き続き、北九州市の幼児教育水準の維持・向上を図るため、「幼児教育センター」を設

置し、私立幼稚園等に対し、教育面からの支援を実施する。 

 

９ ○新水泳学習の民間委託検証事業 

                      8,300千円 

   教員の負担軽減、教育内容の充実及び公共施設マネジメントの観点から、民間のスイ

ミングスクールを活用した水泳学習（民間委託）をモデル校（４校）において実施し、

その有効性を検証する。    

 

10 ○新子どもの“健口力”（けんこうりょく）アップ事業 

67,700千円 

令和４年３月に策定した「学校における歯と口の健康づくり推進計画」に基づき、子

どもの"健口力"向上を図るため、フッ化物洗口によるむし歯予防、歯みがきや生活習慣

の指導、むし歯治療の促進、保護者への啓発等の取組を実施する。 

 

11 ○新「生きる力」を育む放課後の活力強化 

                      9,000千円 

すべての子どもがイキイキと育つ環境づくりのため、放課後の校庭等を活用し、子ど

もが主体的に、多様な体験（遊び）ができる「放課後アソビバ事業」をモデル校（６校）

において実施する。 
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12 小倉北特別支援学校等整備事業 

1,348,160千円 

（他に債務負担4,738,000千円） 

   老朽化や狭あい化等の課題を解消するため、小倉北特別支援学校及び北九州中央高等

学園を東芝北九州工場跡地に移転するための造成工事等を行う。 

 

13 ○新医療的ケア児支援の強化 

87,901千円 

   医療的ケア児支援法の施行（令和３年９月）を踏まえ、児童生徒が安心して学校生活

が送れるようにするとともに、家族の負担軽減を図るため、医療的ケア学校コーディネ

ーターや看護師の配置、通学支援など、医療的ケア児の支援体制を構築する。 

 

 

Ⅱ 働きがいのある学校づくり  

 

14 ○新未来を担う教職員人材確保プロジェクト  

6,200千円 

教員不足の解消に向けて、教員採用に関する広報活動を強化するとともに、ペーパー

ティーチャー支援講座の開催や新規採用教員を対象とした奨学金返還支援制度を創設す

る等、教職員人材の確保に向けた取組を総合的に推進する。 

 

15 ＩＣＴを活用した指導力育成を目指す教員の資質能力向上事業 

2,000千円 

教育の情報化の加速及び教育ＤＸを見据え、研修や実践を通してＩＣＴを活用した指

導力の育成を図っていく。また、オンライン型研修を充実させ、キャリアステージに応

じた研修を体系的に整備し、すべての教員の資質・能力の向上を図る。 

 

16 学校支援のための講師等配置事業 

438,742千円 

学力向上や長期欠席・不登校対応など、学校の課題や状況に柔軟に対応し、学校運営

を円滑に進めていくため、講師等を配置する。 

 

17 教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）の配置事業 拡充  

365,596千円 

学校現場における業務改善の一環として、教員の負担を軽減し、子どもと向き合う時

間を確保するため、教員業務支援員の配置を拡充する。 
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18 ○新部活動地域移行事業  

6,600千円 

生徒がスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を将来にわたって確保するために、学校

部活動から地域クラブ活動への移行に向けて、部活動を地域団体に委託するモデル事業

を実施するとともに、有識者等による地域移行検討会議を開催する。 

 

 

Ⅲ 安心な学びの場づくり  

 

19 ○新不登校児童生徒に対する教育活動支援の強化 

26,000千円 

不登校児童生徒が通所する教育支援室やオンライン教育支援室等の機能を強化するた

め、教育活動の充実や学習環境を整備する。 

 

20 ○新不登校児童生徒の教育機会の確保に係る検討 

1,000千円 

不登校児童生徒の教育機会の確保に向け、市内におけるニーズ調査や関係者を集めた

検討会を開催し、今後の方向性を検討する。 

 

21 「チーム学校」運営・推進事業 

  

【スクールカウンセラー活用による問題行動等防止】 

85,100千円 

長期欠席（不登校）の児童生徒への対応や、いじめ・自殺などの諸問題の未然防止

を図るため、「心の専門家」であるスクールカウンセラーを配置する。 

 

【スクールソーシャルワーカー活用事業の充実】拡充 

111,300千円 

貧困や虐待・不登校等への対応などを含め、児童生徒の問題行動等の背景にある家

庭等の問題に対して、関係機関との連携を図りながら支援を行うため、「福祉の専門家」

であるスクールソーシャルワーカーを配置する。 

 

【スクールロイヤーの活用】 

3,300千円 

子どもが安心して学校生活を送ることのできる環境を整えるため、生徒指導上の諸

課題等に対しての相談対応や、学校に出向いて法的助言を行うスクールロイヤーを活

用する。 
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22 給食食材価格高騰への対応 

510,000千円 

新型コロナウイルス感染症の拡大等の影響による物価上昇に伴う給食費の値上げ相当

分に対し、子育て世帯の負担軽減を図るための支援を実施する。 

 

23 ○新学校給食安全対策の強化 

116,200千円 

児童生徒に提供する学校給食について、安全・安心な学校給食を提供できる環境を整

えるために、給食調理機械を更新する。 

 

24 ○新学校給食の魅力向上 

4,400千円 

児童生徒に提供する学校給食について、品質向上に向けた具体的な取組を決めるにあ

たり、現状の学校給食における課題を整理する。 

 

 

Ⅳ 市民総ぐるみでの支援  

 

25 コミュニティ・スクール、地域学校協働活動事業 

45,554千円 

地域と学校が連携・協働し、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えていくた

めに、「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働活動」の一体的な実施に向けた取組

を進める。 

 

26 夜間中学校設置検討事業拡充 

3,200千円 

令和５年２月に策定した「北九州市立夜間中学校設置基本計画」を踏まえ、シンポジ

ウムを開催するなど、夜間中学校の開校（令和６年４月予定）に向けた広報活動等を行

う。 

 

27 ○新夜間中学校関連設備工事等事業 

40,000千円 

令和６年４月に開校予定である夜間中学校を菊陵中学校の校舎内に設置するにあたり、

教室の改修、エアコンの設置及び多目的トイレの整備等の工事を実施する。 

 

28 ○新夜間中学校設置準備事業（備品等購入） 

21,000千円 

夜間中学校の開校に必要な備品等を購入する。 
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Ⅴ 未来を見据えた環境整備  

 

29 ○新ＧＩＧＡスクール構想に対応した学校通信環境整備事業 

26,300千円 

ＧＩＧＡスクール構想の進展に伴う通信環境の変化に対応するため、教員用ネットワ

ークの環境整備を行い、「教員の負担軽減」を実施する。 

 

30 学校施設老朽化対策事業 

 1,877,100千円 

※令和４年度３月補正予算（3,173,000千円）と合わせて、5,050,100千円の事業費を計上 

 

安全で安心な教育環境を整備するため、「北九州市学校施設長寿命化計画」に基づき、

大規模改修（長寿命化改修）及び外壁改修などの老朽化対策や安全対策を実施する。 

 

31 ○新学校施設安全対策の強化 

100,000千円 

外壁の落下事故を防ぐため、専門業者の緊急点検により補修が必要な箇所について外

壁改修工事を実施する。 

 

 

Ⅵ 次期教育大綱及び次期教育振興基本計画の策定  

 

32 ○新子どもの未来をひらく教育プラン等策定事業 

                        6,500千円 

学校・教職員、教育委員会のみならず、市民総ぐるみとなって子どもたちの可能性を

最大限引き出していくため、今後の教育分野の方向性を示す大綱及び計画を新たに策定

する。 

 

Ⅶ 図書館に関する事業  

 

33 ○新北九州市立図書館基本計画策定等事業 

3,000千円 

図書館行政の基本的な方針や主要施策等を示す北九州市立図書館基本計画の策定に向

けて、市民ニーズ等を把握、分析するための基礎調査を実施する。 
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教育委員会主要施策に関するお問い合わせ先 

 

 主要施策（事業）名 主担当課 

１ ○新kitakyuスーガク＋（プラス）による理工系人材育成推進 授業づくり支援企画課（582-3447） 

２ 子どもひまわり学習塾事業 授業づくり支援企画課（582-3447） 

３ 学校における読書活動の推進 
授業づくり支援企画課（582-3447） 

子ども図書館（571-0011） 

４ 外国語教育の推進 学校教育課（582-2368） 

５ ＳＤＧｓ教育推進事業 教育情報化推進課（582-3445） 

６ 小中一貫教育推進事業 学校教育課（582-2368） 

７ ○新外国語教育特化型小中一貫教育検討事業 学校教育課（582-2368） 

８ ○新幼児教育センター設置事業 学校教育課（582-2368） 

９ ○新水泳学習の民間委託検証事業 学校教育課（582-2368） 

10 ○新子どもの“健口力”（けんこうりょく）アップ事業 学校保健課（582-2381） 

11 ○新「生きる力」を育む放課後の活力強化 授業づくり支援企画課（582-3447） 

12 小倉北特別支援学校等整備事業 施設課（582-2361） 

13 ○新医療的ケア児支援の強化 特別支援教育課（582-3448） 

14 ○新未来を担う教職員人材確保プロジェクト 教職員課（582-2372） 

15 ＩＣＴを活用した指導力育成を目指す教員の資質能力向上事業 教育センター（641-1775） 

16 学校支援のための講師等配置事業 教職員課（582-2372） 

17 
教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）の配置 

事業 
教職員課（582-2372） 

18 ○新部活動地域移行事業 生徒指導課（582-2369） 

19 ○新不登校児童生徒に対する教育活動支援の強化 指導企画課（582-2367） 

20 ○新不登校児童生徒の教育機会の確保に係る検討 指導企画課（582-2367） 

21 「チーム学校」運営・推進事業 生徒指導課（582-2369） 

22 給食食材価格高騰への対応 学校保健課（582-2381） 

23 ○新学校給食安全対策の強化 学校保健課（582-2381） 

24 ○新学校給食の魅力向上 学校保健課（582-2381） 

25 コミュニティ・スクール、地域学校協働活動事業 学校教育課（582-2368） 

26 夜間中学校設置検討事業 企画調整課（582-2357） 

27 ○新夜間中学校関連設備工事等事業 企画調整課（582-2357） 

28 ○新夜間中学校設置準備事業（備品等購入） 企画調整課（582-2357） 

29 ○新ＧＩＧＡスクール構想に対応した学校通信環境整備事業 教育情報化推進課（582-3445） 
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30 学校施設老朽化対策事業 施設課（582-2361） 

31 ○新学校施設安全対策の強化 施設課（582-2361） 

32 ○新子どもの未来をひらく教育プラン等策定事業 企画調整課（582-2357） 

33 ○新北九州市立図書館基本計画策定等事業 中央図書館奉仕課(571-1481) 
 
 
 
 
 
 
 
 


